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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  外部からのクロック信号が連続して供給され
ない休止期間により起こる表示不具合を防止する。
【解決手段】  外部コントローラから供給されるクロッ
ク信号(４)の休止期間ａに、クロックパルス(クロック
挿入信号(５))を挿入し、及び、データ信号(３)を非選
択データにするものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  垂直同期信号周期を１走査信号線が選択
する期間で割った数ｍが走査線信号数ｎよりも大きい
（ｍ－ｎ）本の選択期間に、液晶表示装置を駆動する外
部コントローラからのクロック信号が休止するときに、
その選択期間にクロックパルスを挿入し、同時にデータ
信号を非選択データとする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は文字及び画像等を表
示する液晶表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】図３は従来のマトリクス型液晶表示装置
の構成図を示す。このマトリクス型液晶表示装置１は、
ｐ本の表示信号線２と、ｎ本の走査信号線３がマトリク
ス状に配置され、その交点の電極間に液晶表示素子４が
形成されるマトリクス型液晶表示パネル５と、表示信号
線２を駆動する表示信号線駆動回路６と、走査信号線３
を駆動する走査信号線駆動回路７と、駆動電源装置８と
から構成されている。表示信号線駆動回路６と走査信号
線駆動回路７とは液晶駆動用コントローラ集積回路から
形成される。
【０００３】図４は上記図３に示すマトリクス型液晶表
示装置に用いられる液晶駆動波形図を示し、(１)は垂直
同期信号、(２)は走査信号、(３)はデータ信号、(４)は
クロック信号である。
【０００４】次に図４の動作を説明する。表示信号線駆
動回路６と走査信号線駆動回路７とによるこのマトリク
ス型液晶表示装置１の駆動方法としては、各走査信号線
３に順次走査電圧(図４の走査信号(２))を印加し、各走
査信号線３を選択する期間にその選択された走査信号線
３上の液晶表示素子４の選択・非選択データに応じて、
表示信号線２から選択電圧・非選択電圧を印加して液晶
駆動を行う駆動方法、すなわち時分割駆動方法が一般に
採用されている。最近のノートパソコンに内蔵されるグ
ラフィックチップの時分割駆動は、液晶とブラウン管と
の同時表示を行うため、垂直同期信号(図４の(１))の周
期Ｔを１走査信号線を選択する期間で割った数ｍは、走
査信号線ｎよりも大きくなるように設定されている。こ
のとき、(ｍ－ｎ)本の走査線選択期間は、外部コントロ
ーラから供給されるクロック信号(図４の(４))が休止
(休止期間ａ)するのが、一般的である。
【０００５】また、液晶を直流で駆動させると液晶自身
の劣化を引き起こし、表示品質の低下及び寿命に重大な
影響を与えるために、液晶は交流駆動を行うことが必要
で上記一般的なマトリクス型液晶表示装置１の時分割駆
動方法では、走査信号線数ｎよりも小さな自然数ｋ本の
走査信号線３を選択する毎に、極性が反転する極性反転
(交流化)信号で駆動させて交流化を行っている。この交
流化反転において、交流化反転回路を持つ走査信号線駆
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動回路７、交流化反転回路を持たない表示信号線駆動回
路６を使用し、交流化信号発生回路およびデータ交流化
反転回路を持つ駆動電源装置８を組み合わせて、交流化
を行う方法がある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】前記のように構成され
た液晶表示装置に対する前記のような時分割駆動をする
と次のような問題がある。一般に表示信号線駆動回路６
は、クロック信号(図４の(４))に同期してデータの読み
書きを行うが、前記の交流化反転回路を持たない表示信
号線駆動回路６は入力された交流化反転済みデータを液
晶表示素子４に出力する構成のため、クロック信号が休
止する場合(休止期間ａ)、最終nラインのデータを保持
し続ける。よって、実際には表示されない仮想走査線
で、交流化が行われずに液晶表示素子４に直流電圧が印
加される。また、グラフィックチップの階調制御パター
ン(ＦＲＣ、ディザ法)によるnラインのデータによって
は、交流化周期と干渉して、仮想走査線上の表示信号線
２ごとに直流電圧印加度合いの隔たりができ、それが表
示領域に影響を及ぼし、表示不具合を発生させるという
問題があった。
【０００７】本発明はこのような点に鑑み、外部コント
ローラからのクロック信号が連続して供給される休止期
間より起こる表示不具合を防止することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するため
に本発明の液晶表示装置の駆動方法は、液晶表示装置に
供給される仮想走査線のクロック信号の休止期間内にク
ロック信号相当のクロックパルスを挿入する。また、同
時に供給されるデータ信号を非選択データに加工する。
表示信号線駆動回路に合成したクロック信号及び交流化
反転済みデータ信号を駆動電源装置から出力させる。
【０００９】本発明によれば仮想走査線のクロック信号
休止期間において、クロックパルスを挿入することで、
データが更新され交流化が行える。また、このときに、
データ信号をすべて非選択データ化することで、グラフ
ィックチップのデータに左右されなくなり、直流電圧印
加の隔たりがなくなる。よって、交流化周期とグラフィ
ックチップの階調制御パターンが干渉しなくなり、表示
不具合が防止できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の各実施の形態につ
いて図面を参照して説明する。
【００１１】（実施の形態１）図１は本発明の実施の形
態１における液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図
であり、クロックパルス挿入による駆動方法である。
【００１２】グラフィックチップからのクロック信号４
の休止期間ａを検出し、液晶表示装置内蔵の発振子のパ
ルスをクロックパルスと見なして休止期間すべてにクロ
ック挿入信号５を挿入する。よって、正常な交流化駆動
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が行えるため、表示不具合がなくなる。
【００１３】（実施の形態２）図２は本発明の実施の形
態２における液晶表示装置の駆動方法を示す駆動波形図
であり、クロックパルス挿入と非選択データ化による駆
動方法である。
【００１４】グラフィックチップからのクロック信号４
の休止期間ａをnラインの仮想走査線で検出し、n＋１ラ
インに、液晶表示装置内蔵の発振子のパルスをクロック
パルスとしてクロック挿入信号５を挿入する。また、こ
のときn＋１のデータ信号をすべて非選択データにす
る。よって、n＋２以降の全データを非選択として液晶
表示素子４に出力し、直流電圧印加の隔たりがなくな
り、表示不具合がなくなる。
【００１５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の液晶表示
装置の駆動方法は、液晶表示装置の表示信号線駆動回路
が交流化反転回路を持たない場合、グラフィックチップ
からのクロック信号が休止し、階調制御パターンと交流
化周期とが干渉する表示不具合を、クロック信号休止期*
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*間にクロックパルスを挿入し、また、全データを非選択
データ化することで表示不具合を防止することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における液晶表示装置の
駆動方法を示す駆動波形図
【図２】本発明の実施の形態２における液晶表示装置の
駆動方法を示す駆動波形図
【図３】従来の液晶表示装置の構成図
【図４】従来の液晶駆動装置の駆動波形図
【符号の説明】
１  液晶表示装置
２  表示信号線
３  走査信号線
４  液晶表示素子
５  液晶表示パネル
６  表示信号線駆動回路
７  走査信号線駆動回路
８  駆動電源装置

【図１】

【図２】
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